
ターゲット

電位：カソード電位

バッキングプレートにInでろう付け
銅ターゲットの場合はプレート一体型

カソード防着板

ターゲット外周やバッキングプレートへの着膜を防ぐ、プラ
ズマダメージから守る意味もある

電位：カソード、アノード、フロート
さまざまにとりうる

カソードの場合はショートの心配がないがスパッタされて
しまう

アノードの場合はスパッタされにくいがターゲットと接触す
るとショートして不具合が生じる

フロートの場合は絶縁(フローティング)接続が必要

バッキングプレート　通常は銅製

ターゲットを保持し導通する
負極から接続されカソード電位となる

プレートの下に冷却水をためるタイプ（小型
機に多い）と、プレート内に冷却水管を設け

るタイプがある（大型機に多い）

マグネット

バッキングプレート等に保護されて密閉
され、真空に晒されない

カソード（俯瞰図）
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冷却水
in

冷却水
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アノード電位(0V)

カソード電位(-250V)

フロート(～-10V)
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ロッドアノード（アノードバー）

電位：アノード電位
プラズマを基板側に引き寄せる

使わない場合もある

調整版

電位：アノード電位
（またはフロート）

アノード
電位：アノード電位
（またはフロート）

アノード（俯瞰図）

ワーク

アノード電位(0V)

カソード電位(-250V)

フロート(～-10V)
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カソード土台
電位：カソード電位
バッキングプレートに通

電する

バッキングプレート
電位：カソード電位

カソード土台からカソード通電
冷却水管が内部にある場合も

ある

チャンバーー
電位：アノード電位＝接地０V

室内防着板
電位：アノード電位＝接地０

V

ワークとホルダ
電位：通常はフロート電位（～

－10V）が一般的
バイアススパッタ方式ではマイ
ナス（カソード側の）電位にす
る場合も（基板にArイオンをぶ
つけて改質する方法）

ロッドアノード
（アノードバーともいう）

電位：アノード電位

調整板

端部の膜厚を減らす板
電位：アノード電位
またはフロート（プラズ
マの調整により外周の
膜厚を減らす等の場合）

アノード電位(0V)

カソード電位(-250V)

フロート(～-10V)

プラズマ(～＋10V)

磁力線

ターゲット
電位：カソード電位
バッキングプレートと面
接触して通電される

カソード防着板

電位：カソード、アノー
ド、フロート等色々

冷水をこの部分に流す
ものもある

マグネット
内外２重の輪で磁力線
を調整している

揺動可能なマグネット
はチャンバー外に設置

プラズマはアノードとターゲット（カソード電位）の間で
磁場アシストによって集中発生する
・・マグネットやアノードの設定でプラズマは変化する

チャンバー内（断面図）
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ie-

絶縁（ガイシ）

アノード

電位：アノード電位
（またはフロート）

カソード型の例

アノード型の例

カソードとアノードの形状・電位の取り方は
様々なセッティングがある

フロート型の例

正極へ

負極へ
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マグネトロン マグネット距離のバランシング

断面図　アンバランス型
磁力線が基板に伸びて、
プラズマが到達する

遮蔽板（マグネットの上に金属板を置いて磁力集中を弱める）
コーナリング部のマグネットの数を減らす方法もある

マグネット俯瞰図

断面図　バランス型

断面図　フラット配置

コーナリングの際
磁力集中により
電子が加速して

いく

最加速点＝
エロージョン最深部

電子の磁場によるドリフトの速度ベクトル
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